
 

 

 

 

    

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11月の教室日 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

3日 文化の日 4日 振替休日 23日 勤労感謝の日 

 
12月の教室日 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31     

 

 

 

指導：田  端  英  子  
電話：072-462-2666（自宅）  

072-462-1140（教室）  

携帯 mail: bibideko@ezweb.ne.jp 

PCmail: bkbmc202@rinku.zaq.ne.jp 

HP http://www.kumon-izumisanoekimae.com 
 

 

２０２４年１１・１２月 

年 ９・１０月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室日 ３：００～９：００ 

（土曜のみ： 3：００～８：００ ） 

 
 
水曜日：５：００～８：００ 

 

公文式の創始者・公文 公（くもん とおる）の言葉より 

＊先へ先への学習で自信と余裕を育む 

小学生のうちに中学校の予習（ 幼稚園のうちに小学校・中学生のうちに高校 ）をしていればどうなるでしょうか。 

公文式で数学を予習して中学に進んだ子どもたちは、口をそろえて「学校の数学は簡単。テストの前は少しだけ勉強すれ

ば十分」と言います。それはまさに学校の授業が復習になっているからなのです。数学の勉強に余裕があれば、他の学科の

勉強や、読書やクラブ活動などに思う存分時間をかけることもできます。無理なく進めるものなら、いつまでも小学校の算

数の世界に留まる理由はありません。 

長期的な見通しをもって子どもの将来を考えることも大切です。さらに、公文式で学習を続けて、学年を越えて、高校数

学の予習をすれば、一段も二段も高いところから数学の世界を見ることによって、学校の授業内容の理解が深まり、入試な

ども特別な受験準備などしなくてもすむようになるでしょう。 

公文式での先へ先への予習が大きな自信と余裕を生み、受験勉強などにわずらわされない、有意義な過ごし方を可能に

するのです。このことは、もちろん英語・国語学習にも同じことが言えます。 

 

 

 

漢検１１月２日（土） 

10級～8級 2：00～2：40 

7級～2級 2：00～3：00 

 

冬 休 み 

 

タブレット学習が始まりました。 

体験したい、説明を聞きたい方、随時受け付けて

おります。ご希望の方はスタッフまで 

 

 

「一生もの」の力  
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